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動
の
意
味
の
經
濟
っ
以
上
の
も
の
し
を
有
し
た
齡
に
も
留
窻
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
0 

換
言
す
れ
ば
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
意
義
は
こ
の「
ょ
ヵ
以
上
の
も
め
<
の
裡
に
お
り
、
こ
れ
が
ハ
ン
ザ
硏
究
.の
中
心
と
な
ら
ね
ば
な
ら
a
と
い 

ふ
の
で
ぁ
る
。
端
的
に
い
へ
ば
、
ぞ
れ
は
獨
逸
K
族
態
、
政
治
、
車
備
の
諸
耍
、件
で
あ
り
>
_と

れ

等

が

經

濟

と

密

接

に

絡

み

合

，び
ま
八
口 

.
さ
れ
て
、
.似
て
獨
逸
ハ
ン
ザ
、の
偉
容
を
形
成
し
た
^
做
す
の
で
•あ
•る
。
：と
V
に
.紹
介
す
る
敎
授
の
&
箸
を
構
成
す
る
四
論
文
は
、
か
ト 

る「

ょ
り
以
上
，の
も
の」

を
そ
の
多
面
性
の
ぅ
も
に
示
さ
ん
と
す
る
も
の
、
そ

し

て

に

ハ

.ン
ザ
を
そ
の
發
達
の
逾
程
に
卿
し
て
把
握
.
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第

一
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證
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民
階
級
に
よ
名
ガ
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ト
海
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開
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取
扱
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た
論
文
は
、
敎
授
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認

^
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發

ー
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れ
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所
說
^
即
ち
^
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膝
明
瞭
.に
弟
さ
れ
^
も

P
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あ
る
：0福
逸

バ

：ン
.妒
史
^̂

獨

逸

：
パ
シ
：
ザ
、
は

優

れ

喪

政

治

袖

指

導

釔

有

せ

る

鹌

濟

協

同

髌

な

：り

疋

す

る

V°謂
ゆ
論
濟
ど
蜣
族
態

0
血)

と

0
結
合
、
更
忙
全
腾
に
對
：

す
ハ
る
政
治
的
寶
任
と
私
經
濟
£
.行

動

と

の

，
.結

び

#'
き
の
主
張
で
あ
る
。
從
つ
'て「

公
益
優
先
.；；.は
劾
期
の
.ハ
.ン
ザ

紀

：お

い

そ

自

明

の

：と

ム

ノ
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で
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た

土

說

く
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丁

抹

勢
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を
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逸

は

り
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逐

し

鉍

て

丁

抹

^

ス

ル

ポ

馨
 

;

丄
，フ
^
'ド
疗
_
を
注
題
^
す
^'
0
;先
づ
第
^

.

界

史

的

諸

戰

带

——

シ
ク
ゥ
フ
、

ン
家
の
地
位
を
確
立
し
'た
ブ
ゥ
ヴ
ィ
ィ
ヌ
の
戰C 

一
：

U
.
I

四
年)

、
同
家
を
終
焉
せ
し
め
た
タ
.リ
アn 

ッ
''
7
.ォ
の

戰

ハ

ー

ニ

六

六

年

)

、

■ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
地
位
釔
築
い
衣
デ
エ
ル
ン
ク
ル
ト(

マ
ル
ヒ
フ
エ
ル
ド〕

の
戰
.、(

一
ニ
七
八
苹> 

—

と
"並

置

.1
>
:て
乇
の
意
義
.を
述
：ぺ
名
::
°
ボ
.ル
ン
ペ
ス
フ
-
ド
の
戰
CO
:成
锻
は
、
北
ア
，ル
ビ
ン
：キ
エ
ン
地
方
を
不
抹
の
支
配
か
ら
解
放
' 

し
：た

こ

：ど

、
：：
.-
ル—

海
®
|
|
>
:
東
部
ゆ
お
け
吝
廣
ぃ
植
苌
地
域
が
雜
逸
卖
配
领
域
内
に
置
か
れ
た
•こ
.と
、
.こ
’：Q

地
域
に
お
け
る
獨
逸
人
• 

の

經

濟

的

獷

張

め

指

眷

翼

へ

：た

た

务

即

：ち

汐

：

.
_
^
:
ク
：
>
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配

者

寒
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形
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寰

，そ
.し
.て
パ
 

'ル'ト
海

上

支

，配

を

目

指

し

凴

武

力

的

行

爲

•と
政
治
的
奧
氣
.

A
T

が
こ

れ
を
確
立
し
た
，の
で
あ
つ
た
。

レ
.->ー
リ
ッ
も
敎
授
の
言
に 

"ょ
a
ば
：，
が
>
;る
：史
的
過
程
は
經
濟
：に
葡
す
る
政
治
の
優
位
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
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.第
.三
，の
.論
文
疼
卜
ハ
.ン
ザ
鹩
濟
精
神
と
そ
わ
推
移
妃
诹
极
ふ
”
砍
立
初
期
め
邋
同
體
猶
精
神
ば
バ
筆
三
世
紀
中
葉
^
お
^
る
商
業

. 

技

術

：の
：變

：化
に
へ
棊
づ
ぃ
て
ゾ
飽
く
と
ー
と
杈
噂
個
火
的

_
益

追

：求

，の
：精

神
^

ぺ
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^
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最
も
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瞭
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現
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れ
た
。
舊
來
の
上
！̂

£民
0
沒
落
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如
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七
九
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，の
市
政
掌
榴
。
然
し
な
が
ら
”
卢
べ
ッ
ク
に
お
い
て
は
'?
;
.
.
ド

9
ア
イ
の
‘̂

§
ばoinebr>ke.Q:

如

き

顏

臌

的

都

市
#

^
に

よ

.る

市

政

指 

導
の
形
態
に
は
至
ら
な
か
っ
た
/0
そ
れ
は
ハ

ン
ザ
15
丨
め
|

^
的
商
入
が
、
單
な
る
仲
繼
商
人
.に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、北
歐
坐
瘦
毛 

緻
物
&

物
*漁
業
等〕

の
組
織
者
-1
?;
あ

っ

た

か

，
ら
'で
あ
仏
0;
«い
ど
の
廣
汎
な
地
域
に
互
る
1

的
微
付
の
故
に
、
リ
ユ
ベ
ッ
ク
は
局
地
的
生 

產

の

組

織

卜

限

ら

れ

た

，
フ
ー
ス

.ン
ド
'ル
都
市
士
異
っ
だ
展
開
.を
示
し
た
の
‘で
あ
っ
た
。(

恨
し
ハ
.ン
ザ
镇
域
に
お
.い
て
も
、
ケ
，ル
ン
や
ブ
、ラ

• 

ゥ
ン
シ
ユ
ワ
イ
ク
.の
如
く
局
地
的
毛
‘，織
物
朱
產
妒
大
な
る
役
.割
を
演
じ
た
都
市
は
、
フ
：テ
ン
ド
ル
に
類
似
し
た
對
内
的
闘
#
を
生
ん 

だ
。)

_
-と
で
-ろ
で
前
記
モ
ル
、̂
ゥ
テ
ッ
ヒ
の
經
濟
活
動
は
*後
年
の
ヤfrrv*

フ
ッ
ガ
-ァ
の
•そ
れ
と
似
る
。
然
し
フ
ッ
ガ
r
が
ア
兮
グ
ス
-ブ. 

■ル
タ
を
單
に
彼
の
事
業
の
本
據
と
し
た
の
み
‘で
あ
-っ
た
に
對
し
、
モ
ル
ネ
、ヴ
ヾ
ッ
ヒ
は
市
政
上
の
責
任
を
-負
ひ
、
場
合
に
.よ
っ
て
は
自 

己
の
利
益
を
犠
牲
，に
供
す
.る
こ
と
も
惜
し
±
な

か

つ

，
た

。

敎

授
‘は
ゼ
、
に
ハ
ン
ザ
の
初
期
と
フ
ッ
ガ
ァ
時
代
.の
ア
ヴ
グ
ス
ブ
ル
ク
と
の 

竭
興
あ
り
と
し
、第
十
三
*
.四
批
紀
の
フ
ラ
ン
ド
ル
H
ハ
ン
ザ
地
域
の
、經
脐
給
付
を
過
少
評
傲
す
る
シ
ユ
ト
リ
ィ
ダ
‘ァ
敎
授
一
門
に
對
し 

て
論
駁
を
加
へ
て
ゐ
る
。

'

、

.

最
後
の
リ
ユ
ベ
ッ
ク
市
長
ヵ
ノ
、
ド
ル
ブ
に
っ
い
ズ
の
論
文
ば
、
.
.ハ.ン
ザ
..；の
.發

達

が

一

定

め

經

濟

的

•
政

治

的

前

提

條

件

の

：
下

|

お
い 

て
，：
！
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明
的
尨
も
の
•で
あ
る
と
做
す
見
解
は
誤
謬
で
あ
り
、
.殊
に
第
十
五
世
紀
後
年
以
降
_の
不
利
_な
内

外

政

：治

愦

勢

の

中

に

'
あ

<>
:
て
'»
加 

盟
都
市
を
糾
合
し
、
よ
く
そ
の
勢
威
を
次
代
に
ま
で
保
持
し
得
たQ.'

は
ノ
ヵ
ス
ト
.
プ̂
の
如
.き
，
代

表

的

指

導

者

が

、

商

：

し
';

て

叉

、 

.
:外
交

家

と.し
，
て

浩

動

す

る

こ

.と

を

借

-1
.ま
-&
か
っ
.た
か
-^
で
‘あ
る
と
說
く
。
即
ち
力
ス
.->
ル.プ
.の
言
行
.に
.親
り
て
' 

.
以
て
ハ
.ン
梦
の
.偉
. 

容

CO
,パ
基
礎
.に
*
治
的
指
導
力
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り
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：主
脹
丈
る
尨
の
で
あ
：る
0_
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カ
ス
卜
ル
ズ
時
代
の
リ
ユ
べ
ッ
へ
ク
に
土
っ
て
雛
關
の
一：. っ

と
な
ジ
た
も
の
ぬ
ノ
東
西
交
易
が
^
ユ
ル
シ
べ
ぐ
ル
グ
-
—

ラ

イ

ブ

^

ッ
ヒ

*
:

ぐ 

者-
.
. 

-

.

.

.

.
ニ
.
.

—

-ボ
ォ：

ゼ
ン
の
.陸
路
を
猓
り
、
'又
は
.ユ
ッ
ト
ラ
シ
ド
半
島
迂
囘
の
.航
路
を
採
る
こ
と
漸
次
頻
繁
と
.な
る
.趨勢
であ
この
：

#業
-. 

路
線
の
.變
化
を
主
題
に
と
り「

敷
ね
て
ハ
ン
ザ
，經
濟
圈
に
對
す
る
南
獨
逸
、
特
に

.

11

ユ
ル
ン
べ
ル
ク
商
人
の
進
ぬ
を
取
珙
つ
た
も
の
が 

:
ク
ラ
ウ
：ス
ク
ル
卞
ず
々
氏
(0「

南

：獨

逸

ゼ

獨

逸
<

ザ̂
し(

-
ダ 

.
s
n
g
l

向t
t
e
r

の
第一

不
六
册)

な

る

；近

奢

で

あ

る

。
同 

氏
は
レ
.

H 
リ
ッ

ヒ
敎
授
門
卞
、猶
に

5;
c:H

&
e
r
g
€
r
〉Gros&b 

叫 ndier 

i
m

 spatmittblalterlio-hen 

Liibeck.ANiirnberg. 

1
9
3
3
0

の j 

#
を
公
刊
さ
れ
て
ゐ
.る
が
、
新
著
は
こ
れ
を
最
近
の
諸
硏
究
の
成
娱
を
以
て
補
充
す
る
と
共
に
、
舭
方
そ
の
視
野
を
リ
•ユ
べ
.ッ
ク
か
ら 

ハ
ン
ザ
經
齋
圈
一
般
に
.擴
大
し
、
且

?
記
述
を
概
論
风
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

$ 

、
 

/

.

先
づ
こ
、
に
舊
箸
の
内
容
を
顧
み
る
と
、
大
要
次
.の
如
く
で
あ
る
。

ユ
ル
シ
ベ
ル
ク
と
リ
ユ
ベ
ジ
ク
と
は
第
十
咀
世
紀
前
半
以
來 

交
渉
を
持
っ
だ
が
.、
.同
世
紀
末
-.に
は

-
!ユ'
 
ル
'ン
.ベ
■.ル
.：_ク
.办
大
商
人-V.

ヒ
.■ル

‘ク
■:ハ
.イ
マ

T
、
グ
レ

-
'ス
.、.、、ハ...ウ.'ム
ガ
'.ル
V
.デ
ァ
等)

が
リ
.ユ
ベ 

ッ
ク
に
お
い
て
靳
品
取
引
の
み
な
ら
す
貨
幣
取
引
を
も
行
つ
，て
-ゐ
.る
0
、
絡

し

こ

の

，
銀

行

業

務

は

間

も

な

く

リ

-
ベ

ッ

ク

の

伊

太

利

商

人 

の
寧
握
す
る
と
と
ろ
と
な
り
.
次
い
で
、
、そ
の
小
賣
商
翁
に
對
す
る
リ
ユ.

V

ッ
ク
齡
貨
商
の
，抗
告
を
機
と
し
て
、

11 -
,
ル

ン

べ

ル

タ

商 

人
の
商
品
に
對
し
保
謹
關
税
政
策
が
採
ち
れ
、
彼
等
の
小
齋
商
業
禁
止
令
が
發
せ
.ら
れ
た(

一
四
五
〇
ハ
ヰ

)

？

爾

來

一

一
ユ
ル
ン
べ
ル
ク
大 

商
人
に
し
て
リ
ユ
べ
ッ
ク
に
定
住
す
る
#(

ム
ン
タ
，ァ
、
ツ
ゥ
ツ

*
ン
ハ
イ
マ
ァ
，
ロ
ォ
デ
、
A
ゥ
リ
ッ
ヒ
、

•ハ
ァ
ゲ
ナ
ウ
パH

ル
等
ン
現
は
' 

れ
、
彼
等
は
一
五
三
〇
年
頃
ま
で
盛
に
活
躍
を
し
た
9
こ
め
他
方
、
リ
ユ
ベ
ッ
ク
商
人
は
第
十
五
世
紀
中
葉
r
至
る
ま
で
對
ニ
ユ
ル
ン 

ベ
パ
ク
商
，業
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
同
市
か
ら
姿
を
消
し
、
更
に
第
十
六
世
紀
ニ
、
三
十
年
に
は
、
商
業
路
の
推
移
に 

ょ
つ
て
リ
ユ
ベ
ッ
ク
の
商
業
的
地
位
自
體
が
舊
來
の
，-贯
要
性
を
失
ふ
や
ぅ
に
な
っ
た
。
即
ち 
一
一T!

ル

ン

ベ

ル

ク

商

人

は

’西

歐

と

の

取

引 

を
.フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
.ア
ン
ト
ヮ
ァ
プ
と
の
直
接
連
絡
，に
ょ
り
、
他
方
衆
歐
に
尉
し
て
•は
ラ

イ

プ

チ

ッ

，ヒ
ゝ
經
由
の
陸
路
を
利
用
す
る
に 

至
つ
た
の
で
あ
る
。
又
フ
ッ
ガ
1
家

の

，如

き

大

會

社

も
.
ダ
ン
チ
ヒ
乃
至
シ
テ
チ
ン
—

ア
ン
ト
ワ
ァ
ブ
の
徑
路
と
し
て
、
ズ
ン
ド
海 

,

獨
逸
ハ
ン
客
關
す
る

.近
费
三

—

•
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、
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峽
通
航
の
北
方
航
路
を
.
と
づ
.

た
の
で
あ
っ
た
？
然
し
，な
が
ら
一
世
紀
以
上
に
互
っ
た
ニ
ユ
ル
ン
'
ベ
ル
タ
.
，
と

リ

チ

べ

.
ッ

ク

と

の

密

接

な

結
 

合
は
、
か
^

0

場
合
に
至
っ
て
も
尙
火
な
る
意
義
を
有
し
た
と
い
は
，ね
ば
な
ら
な
い
。
■

何
と
な
れ
ば
、
.北
獨
商
人
と
南
獨
商
人
と
の
間 

に
結
ば
れ
た
緣
故
關
係
.

會
社
關
係
.
に
恶
づ
い
，'て
、
南
辑
の
文
學
や
美
術
，
更
に
，宗
敎
改
革
は
、
北
獨
に
移
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
か 

ら
o

> 

.
.

.
.
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ン
 

ノ

ル
ド
マ
ン
氏
が
新
著
に
お
い
て
說
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